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1.は じめに

北海学園北見大学でエコツーリズム(観 光学)

を教えてお られる塚本珪一教授 は1998年8月18

日か ら10月25日 までの約二ヶ月間、 ヨーグル ト

をベイ トとした トラップ(以 下Trap.と略称する)

を同学構内で試みた。その結果、多数の甲虫類

が誘引 され、その資料 を筆者 に委 ねて研究する

機会を与えて下さった。筆者は網走支庁管内の

地表性甲虫類(特 に広義のオサムシ科)の 分布 ・

生態 についての研究を続けているので、本報告

において塚本教授がTrap.で 採集された甲虫類の

中から特 に歩行虫類 にしぼ り記録 をす る。他の

甲虫類については別に記録報告する予定である。

いつ も有益 なご助言ご指導を賜 り、今回も貴

重 な資料 を提供 されて研究の機会を与えて下 さ

った塚本珪一教授 に深謝の意を表 します。

2調 査 方 法

塚 本 教 授 が 用 い たTrap.は 、 直 径4cm、 深 さ5

cmあ ま りの 紙 コ ッ プ に市 販 の ヤ ク ル ト社 製 品 の

ヨ ー グ ル トを誘 引 剤(ベ イ ト)と して 約39を

入 れ 、 カ ップ の 口 を地 表 ギ リ ギ リで 埋 設 す る 方

法 で あ る 。 同 様 に コ ン トロ ー ル と し て 無 餌 の カ

ッ プ も設 置 し た が 、 こ ち らへ の 甲 虫 類 の 落 下 は

ほ とん どみ られ な か った 。設 置場 所 は校 舎 の東 側 。

建 造 物 か ら約6m幅 の 道 路 を隔 て た 潅 木 の 茂 る

小 丘 陵 地 の 縁 で あ る 。 丘 陵 地 に は 鉄 道(ふ る

さ と銀河 線)の 線 路 が走 って い る。 林 は シ ラ カバ 、

ニ セ ア カ シ ア 、 エ ゾ ノ バ ッ コ ヤ ナ ギ 、 カ シ ワ な

ど で 構 成 され う っ ぺ い は疎 。 林 床 に は イ ネ科 雑

草 が 繁 茂 し て い る。Trap.の 設 置 は2m間 隔 で 合

計5個 。 回 収 は 原 則 的 に毎 日朝 行 わ れ 、 雨 天 時

も行 わ れ た 。 ベ イ トと し て の ヨ ー グ ル トの 更 新

は 芥 の 侵 入 、 降 雨 に よ る 希 釈 、 乾 燥 の た び に 随

時行 わ れ た。

3.結 果

採 集 さ れ た 歩 行 虫 類 を以 下 に示 す 。 学 名 と配 列

は木 元 ・保 田(1995)に 従 っ た。和 名 の後 の 【 】

内 の 数 字 は捕 獲 総 数 を、 コ ン トロー ル と して 設 置

した 空 コ ッ プ に 落 ち た 個 体 数 は こ の 数 字 に+し て

示 す(例:イ グ チ マ ル ガ タ ゴ ミ ム シ 【1.+1ex】

は ヨー グ ル トに誘 引 され た1頭 の他 に、 空 コ ップ

に1頭 落 下 した の意)。

採集品 目録

Coleoptera鞘 翅(甲 虫)目

Carabidaeオ サ ム シ 科

Carabinaeオ サ ム シ 亜 科

Damasterblaptoidesrztgipennis(MOTSCHULSKY)

エ ゾ マ イ マ イ カ ブ リ 【1】

Pterostichinaeナ ガ ゴ ミ ム シ 亜 科

Pterostichusplanicollis(MOTSCHULSKY)

キ ン ナ ガ ゴ ミ ム シ 【1】

1)terostichussamurai(LUTSHNIK)

オ オ キ ン ナ ガ ゴ ミ ム シ 【5】

Pter・stichUShaptoder・ides仰 ・nensis

LUTSHNIK

ト ッ ク リ ナ ガ ゴ ミ ム シ 【3】

Pterostichusadstrictus(ESCHSCHOLTZ)

エ ゾ マ ル ガ タ ナ ガ ゴ ミ ム シ 【2】

Pterostichussubovatus(MOTSCHULSKY)

マ ル ガ タ ナ ガ ゴ ミ ム シ 【5 .+1ex】

Pterostichusprolon8atusMORAWITZ

オ オ ク ロ ナ ガ ゴ ミ ム シ 【1】

A80numimpressus(PANZER)

セ ボ シ ヒ ラ タ ゴ ミム シ 【1】

Dolichushalensis(SCHALLER)
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セ ア カ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ 【ll】

CrepidactylanitidanitidaMOTSCHULSKY

オ オ ク ロ ッ ヤ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ 【3.+lex】

Synuchuscycloderus(BATES)

ク ロ ッ ヤ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ 【1】

Synuchusmelantho(BATES)

コ ク ロ ツ ヤ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ 【52.+2ex's】

Synuchusarcuatico〃is(MOTSCHULSKY)

マ ル ガ タ ツ ヤ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ 【5】

Synuchuscroatus(BATES)

シ ラ ハ タ ク ロ ツ ヤ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ 【4】

Zabrinaeマ ル ガ タ ゴ ミ ム シ 亜 科

Amaramacros(BATES)

イ グ チ マ ル ガ タ ゴ ミ ム シ 【1.+lex】

Harpalonaeゴ モ ク ム シ 亜 科

HarpaluscapitoMORAWITZ

オ オ ゴ モ ク ム シ 【6】

Hα 脚1配 ∫q照d吻uncutatusα 伽s

HABUetBABA

ア イ ヌ ゴ モ ク ム シ 【1】

HarpaluslokayiJEDLICKA

エ ゾ ゴ モ ク ム シ 【1】

Callistinaeア オ ゴ ミ ム シ 亜 科

Chlaeniuspa〃ipesGEBLER

ア オ ゴ ミム シ 【2】

4考 察

1998年8月18日 か ら10月15日 ま で 、 途 中都 合

に よ り9月5日 一9月18日 の 約 二 週 間 の 空 白期 間

が あ るが 、 ほ ぼ 連 続 して二 ヶ月 間 行 わ れ た 北 海 学

園 北 見 大 学 構 内 で の ヨー グ ル トを 誘 引 餌 と し た

Trap.調 査 の結 果 、 オサ ム シ科 甲 虫19種 類106頭 が

捕 獲 され た 。 採 集 さ れ た 種 の 構 成 は 、 周 囲 の 環 境

が 二 つ の 河 川(無 加 川 ・訓 子 府 川)に 挟 ま れ る こ

と、 ま た 、 田 圃 と低 湿 地 に 隣 接 す る た め に 井 上

(1974.a,b,c.1975,1976,1977.a,b.1978.a,b,c.)、 黒 澤

(1987)が 報 告 した 田 圃 周 辺 に生 息 す る ゴ ミム シ類

の 種 構 成 と、 また 美 幌 町 美 禽 地 区 の 側 溝 か ら筆 者

が 記 録 した種 構 成(加 藤 、投 稿 中)と 類 似 す る。

こ の 事 か らTrap.を 設 置 し た場 所 は 環 境 的 に低 湿

地 に近 い もの と判 断 さ れ る 。

Trap.を 設 置 した 翌 日か らす ぐ に歩 行 虫 類 が 捕

獲 され て い る今 回 の 調 査 の 状 況 か ら鑑 み て 、 ヨー

グ ル トも ス シ ノ コ、 コー ラ 、 ビー ル な ど と並 ん で

短 期 間 に行 う オ サ ム シ科 甲 虫類 の 調 査 に際 して の

誘 引 剤 と して効 果 が あ る こ とが 明 らか に な っ た 。

捕 獲 さ れ た個 体 数 の 変 動 と気 温(最 高 最 低)、

降 雨 量 との 間 に は1998年 に常 呂 町 で 春 期 に確 認

され た よ う な明 らか な 関 係(加 藤.2000)は 見 い

だ せ な か っ た 。 こ れ はTrap.を 設 置 した 環 境 が 林

縁 で あ る た め に極 端 な 降 雨 の 影 響 を受 け な い 種 類

が 多 か っ た た め と思 わ れ る 。 そ れ は、8月28日 の

よ うに(日 計78ml/1時 間 最 大32ml)も の 降 雨 が

あ っ た 翌 日、 さ ら に 、 そ の 翌 日(日 計45ml/最 大

llmlの 降 雨 を記 録)に も捕 獲 さ れ て い る種 類 が

あ る こ とか ら も理 解 で き る。

種 毎 の 消 長 は 、 一 時 期 的 に多 くの 個 体 が 掛 か る

もの(例:S.melantho),一 時 的 に連 続 す るが 散 発

的 に な る もの(例:D.halensis),間 欠 的 な が ら長

期 間掛 か る もの(例:P.subovatus)な どい くつ

か の パ タ ー ンが 見 ら れ た(図1・3.参 照)。 これ

ら は ヨー グ ル トの 嗜 好 性 も含 め て 、 どの よ う な生

態 的 意 味 を持 つ の か まで は 確 認 で きな か った 。 ま

た、 当 地 方 で は9月 中旬 以 降 に歩 行 虫 類(オ サ ム

シ ・ゴ ミム シ類)の 個 体 数 が 激 減 す る こ と は よ く

知 られ て い る こ とか ら、 調 査 を再 開 した9月 中旬

以 降 の 捕 獲 数 が 減 少 して い る の は 降 雨 に よ る影 響

よ りも、気 温 の 降下 に拠 る部 分 が 大 きい と考 え る。
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図 一1.S.melantho 捕獲数推移

(8月18日 ～10月15日)
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図 一2.D.halensis
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図 一3.P.subovatus
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図 一4.最 高 最 低 気 温 と捕 獲 数(1998年8月)
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図 一5.降 水 量 と捕 獲 数 の 関 係
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